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本論文は， 6 章より成り，第 1 章では表面弾性波研究の現状と問題点を述べている。第 2 章では，
半導体表面波コンボルパーにおけるコンボリューション信号発生の原因として考えられてきた非線形
電流および非線形容量の 2 つの非線形機構について，その物理的機構の違いを指摘し， CdS-LiNb03 
分離媒質型コンボルパーにおいて ， CdS 試料が半導性か半絶縁性かによって，コンボリューション
出力の光照射に対する応答が異り，それが 2 つの非線形機構の物理的違いを反映していることを明ら
かにしている。




第 4章では，圧電半導体 CdS モノリシックコンボルパーの特性を調べ，非線形電流・非線形容量
の 2 つの非線形機構に基づいて解析している。半絶縁性基板を用い光照射により一様にキャリアを励
起した場合には，コンボリューション効率が比較的小さく表面弾性波の伝播損失が大きいという欠点






第 5 章では，半導体表面波コンボルバーの工学的応用の 1 っとして CdS モノリシックコンボルパ
ーを用いた光学画像走査素子の作成について述べている。表面波コンボルパーによる光学画像走査の














勢になるための条件を求めている。さらに この結果に基づ、いて高抵抗素面層をもっ半導性 CdS モ
ノリックゴンボルパーに正のバイアス電圧を印加することによって，大きいゴンボリューション効率
が得られることを見い出し，それを用いた高感度コンボルパーを試作している。
以上述べたように，本論文は，半導体物性工学に大きく寄与するのみならず，新しい表面波素子の
開発の指針をもあたえている。よって，本論文は 博士論文として価値あるものと認める。
円
i
? ?? ?
